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Nurses’ View for Degradation of Psychiatric Patients




る精神疾患患者の退行現象』､ 『看護者の捉える精神疾患患者の退行の理解』 が抽出された｡ 『看護者の捉える
精神疾患患者の退行現象』 は､ 看護者はセルフケアレベルを細かく観察することと､ 発達段階より退行現象
を捉えていると考える｡ 急性期の食事､ 排泄のセルフケアが急速に低下する場合と､ 慢性期の清潔面からセ
ルフケアが低下してきた場合､ 退行と捉え直す必要があると考える｡ 『看護者の捉える精神疾患患者の退行の












































































































































































































































































































































う羅列でした｡｣ とか､ ｢当初は､ ちょっと普
通ではないんですけど､ はっきりものをしゃ















べる､ 頭の上に乗せる､ なする､ もう不潔行













で､ (抑制を) 外すと暴力をふるう｡｣ 急性期
の患者が ｢看護師が離れると､ もうドアを蹴っ






































































































































































































































































































































































ではね､ だめだなって思う｡｣ や､ ｢器質的に､
もどらない状況になっているのと違うかと

































































状評価表』 は､ ｢未熟症状｣ ｢脱抑制症状｣
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